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平
成
２３
年
９
月
‐０
日
、
音同
知
市
帯
屋
町
の
「土
佐

藩
」
に
て
、
音同
知
県
支
部
総
会

（兼
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

〈
こ
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
〈
フ
回
の
高
知
県
支
部

総
会
は
役
員
改
選
年
で
な
い
為
、
経
費
節
減
と
出
来

る
だ
け
多
く
の
参
加
者
を
と
い
う
想
い
で
、
総
会
開

催
年
度
を
１
年
遅
ら
せ
、
音同
知
県
支
部
総
会
・四
国

、フ
ロ
ツ
ク
会
を
同
時
開
催
と
い
う
初
の
試
み
を
い
た

し
ま
し
た
。
古同
知
県
支
部
は
年
１
回
総
会
を
開
く
と

い
う
こ
と
で
や
っ
て
き
ま
し
た
が
役
員
の
年
齢
上

日升
、
多
忙
や
経
費
の
関
係
等
も
あ
り
、
近
年
は
本
部

の
総
会
同
様
２
年
に
１
度
の
開
催
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
前
回
を
上
回
る
参
加
を
祈
り
総
会
案
内

を
差
し
上
げ
ま
し
た
が
、
‐７
名
の
参
加
で
前
回
と
同

数
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
〈
フ
回
は
２６
才
か

ら
最
高
齢
の
７０
才
ま
で
各
年
代
の
参
加
が
あ
り
、
最

高
齢
の
初
代
支
部
長
の
城
島
先
輩
を
は
じ
め
参
加

者
は
２０
才
代
の
若
者
が
参
加
し
て
く
れ
た
こ
と
を

大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
参
加
人
数
は
高
知
県
１７

名
、
徳
島
県
１
名
、
香
川
県
２
名
、
愛
媛
県
３
名
、
本

部
派
遣
１
名
の
合
計
２４
名
で
し
た
。
支
部
総
会
で
は

会
計
監
査
報
告
等
の
後
、
支
部
規
約
を
実
態
に
合
う

よ
う
に
改
正
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。ブ
ロ

ツ
ク
会
で
は
本
部
派
遣
の
近
藤
俊
博
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

代
議
員
よ
り
大
学
等
の
現
状
、
同
窓
会
組
織
の
状
況

を
お
話
し
い
た
だ
き
、
ま
た
、
大
学
か
ら
送
っ
て
い
た

だ
い
た
バ
ン
フ
レ
ツ
ト
に
目
を
通
し
参
加
者

一
同
、

母
校
の
発
展
を
喜
ぶ
と
と
も
に
、
自
分
自
身
の
学
生

時
代
を
振
り
返
る
ひ
と
と
き
と
な
つ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。
た
だ
、
母
校
の
発
展
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
は

あ
り
ま
す
が
、
音同
知
県
を
初
め
四
国
出
身
の
学
生
が

少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
は
寂
し
い
思
い
が
し
ま

し
た
。

総
会
・ブ
ロ
ッ
ク
会
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、
卒

業
以
来
３。
数
年
ぶ
り
の
再
会
が
あ
っ
た
り
、
仕
事
上

の
知
り
合
い
が
同
窓
生
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た

り
な
ど
、
良
い
出
会
い
も
あ
つ
た
と
思
い
ま
す
。

高
知
県
支
部
は
高
知
（
四
国
ブ
ロ
ツ
ク
は
四
国
）
に

お
け
る
福
工
大
の
応
援
団
で
あ
る
こ
と
を
思
い
、
学

園
歌
を
斉
唱
し
、
懇
親
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

写
真
は
総
会
当
日
の
最
後
に
写
し
た
も
の
で
す
。２

名
の
方
が
所
用
の
た
め
、
途
中
で
帰
ら
れ
写
っ
て
な

い
の
が
残
念
で
す
。

中癌
褥
県
支
綴
＝

察
嘔
懇
禽
輔
支
郡
総
会
報
告

平
成
２３
年
９
月
３
日
（土
）
宮
崎
市
内
に
お
い
て
、

宮
崎
県
宮
崎
部
第
６
回
総
会
・懇
親
会
を
同
窓
会
本

部
南
九
州
担
当
代
議
員
の
増
水
様
（昭
和
４２
年
卒
、

電
子
）
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

増
水
様
に
大
学
の
「現
状
や
将
来
に
つ
い
て
」
近

況
を
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。
出
席
者
は
１５
名
（
集
合

写
真
）
と
少
数
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
自
己
紹
介
や

近
況
報
告
等
旧
交
を
温
め
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

会
で
は
、
〈
ム
計
報
告
や
役
員
の
一
部
改
選
を
行
い
、

‐５
年
間
支
部
長
を
務
め
て
頂
き
ま
し
た
大
野
幸
雄

さ
ん
（昭
和
４５
年
卒
、
電̈
気
）
か
ら
猿
渡
三
喜
男
さ
ん

（昭
和
５。
年
卒
、
機
械
）
に
引
き
継
ざ
ま
し
た
。

同窓会会量子弟の受験料免除:こついて

福岡工業大学および福岡工業大学短期大学部の同窓会

会員の子供、兄弟および姉妹が大学および短期大学部を受

験される場合は、受験料 大学 i30,000円  短期大学部 :

25,000円 (※大学入試センター試験利用入試受験の場合

は、受験料 大学 :15,000円  短期大学部 :10,000円 )が
特別に免除されます。

なお、複数の学部・学科を重複して受験される場合も、

すべての受験料が免除の対象になります。

免除を希望される方は、願書を提出される前に、大学・短期

大学部に問い合わせて「受験料免除申請書」を入手し、受験料

の代わりに受験料免除申請書を出願時に同封して下さい。

画 FD5合せ先

福岡工業大学・福岡工業大学短期大学部 入試課
丁EL:092-606-0634(直通)FAX:092-606-7357
e― mailinyushi@it.ac.jp

華翁嚢 舞競貯|〃爾警驚、颯‡竃̀濃 c.1攣ノ畿準機議攀験霊議!/


